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判
例
研
究

【
判
決
要
旨
】

原
告
所
有
地
の
う
ち
、
用
水
た
め
池
に
接
す
る
係
争
地
が
浸
食
に
よ
り
崩
壊
し
始
め
て
い
る
と
し
て
、
た
め
池
を
管
理
す
る
町
に

対
し
、
民
法
一
二
六
条
（
予
備
的
に
原
告
所
有
地
の
所
有
権
ま
た
は
占
有
権
）
に
基
づ
き
、
擁
壁
設
置
を
求
め
た
事
案
に
つ
き
（
そ

れ
と
と
も
に
係
争
地
の
所
有
権
確
認
を
求
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
中
間
確
認
の
訴
え
と
し
て
適
法
で
あ
る
と
解
し
た
う
え
、
係
争
地

は
原
告
の
所
有
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
）
、
民
法
一
二
六
条
お
よ
び
所
有
権
に
基
づ
く
擁
壁
設
置
請
求
に
つ
い
て
は
、
損

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
等
に
つ
き
未
だ
妨
害
予
防
請
求
を
認
め
る
に
足
り
る
程
度
の
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
ま
た
、

占
有
保
全
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
占
有
訴
権
は
占
有
と
い
う
事
実
状
態
を
暫
定
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
、
本
権
を

伴
わ
な
い
占
有
訴
権
に
基
づ
き
相
手
方
に
対
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
恒
久
的
設
備
の
設
置
を
請
求
す
る
こ
と
は
、
占
有
訴
権
の
認

め
ら
れ
た
趣
旨
を
逸
脱
す
る
と
し
て
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
例

（
京
都
地
裁
昭
和
六
三
年
九
月
二
一
日
判
決
、
擁
壁
設
置
等
請
求
事
件
、
昭
和
五
七
年
（
ワ
）
第
二
九
三
号
、
棄
却
・
控
訴
、

「
判
例
地
方
自
治
」
六
○
号
五
八
頁
）

相
隣
関
係
に
基
づ
く
擁
壁
設
置
等
請
求
事
件

安
次
富
哲
雄
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【
判
決
理
由
】

２
３

「
本
件
係
争
地
の
所
有
関
係
は
、
Ｘ
が
皿
に
対
し
求
め
て
い
る
擁
壁
設
置
請
求
並
び
に
Ｙ
及
び
Ｙ
に
対
し
求
め
て
い
る
Ｙ
の
右
擁

壁
設
置
工
事
の
妨
害
差
止
請
求
の
成
否
を
判
断
す
る
に
つ
き
前
提
を
な
す
法
律
関
係
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
訴
訟
中
本
件
係
争
地
の
所

有
権
確
認
を
追
加
請
求
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る
中
間
確
認
の
訴
え
と
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
間
確
認
の
訴
え
は
、
民
事
訴
訟
法

二
一
一
一
四
条
一
項
所
定
の
要
件
（
な
お
、
訴
え
併
合
の
一
般
的
要
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
）
が
存
し
、
か
つ
、

同
条
二
項
、
三
項
所
定
の
手
続
が
な
さ
れ
れ
ば
適
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
、
一
般
の
確
認
の
訴
え
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
即
時
確
定

の
利
益
な
い
し
確
認
の
利
益
が
存
す
る
こ
と
ま
で
必
要
で
な
い
と
解
さ
れ
る
（
大
判
昭
和
八
年
六
月
二
○
日
民
集
一
二
巻
一
五
九
七

原
告
Ｘ
所
有
の
土
地
（
以
下
「
本
件
土
地
」
と
い
う
）
と
被
告
Ｙ
（
京
都
府
精
華
町
）
が
管
理
す
る
か
ん
が
い
用
水
た
め
池
（
以

下
「
地
蔵
池
」
と
い
う
）
は
、
Ｘ
が
占
有
す
る
幅
約
一
・
二
一
メ
ー
ト
ル
の
土
地
（
旧
里
道
、
以
下
「
本
件
係
争
地
」
と
い
う
）
を

挟
ん
で
隣
接
し
て
お
り
、
本
件
係
争
地
は
、
風
雨
に
よ
る
浸
食
作
用
と
地
蔵
池
の
池
水
の
波
浪
お
よ
び
水
位
の
変
化
や
そ
こ
に
生
息

す
る
生
物
の
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
、
崩
壊
し
始
め
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
Ｙ
が
地
蔵
池
を
所
有
し
て
い
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
地
方
自
治
法
二
条
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
主
位
的
に
民
法
一
二
六
条
に
基
づ
き
、
ま
た
予

備
的
に
本
件
係
争
地
を
含
む
本
件
土
地
の
所
有
権
ま
た
は
占
有
権
に
基
づ
き
、
係
争
地
と
地
蔵
池
と
の
間
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
擁
壁

等
を
設
置
す
る
こ
と
を
請
求
し
、
ま
た
込
（
水
利
水
防
組
合
）
お
よ
び
Ｙ
（
Ｙ
の
元
代
表
者
）
に
対
し
、
右
所
有
権
ま
た
は
占
有

権
に
基
づ
き
、
Ｙ
の
擁
壁
設
置
工
事
の
妨
害
を
し
な
い
こ
と
を
請
求
し
、
さ
ら
に
、
訴
訟
中
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
本
件
係
争
地
の
所
有

権
確
認
請
求
を
追
加
し
た
。

【
事
実
の
概
要
】
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頁
参
照
）
」
。
つ
い
で
、
本
件
に
つ
き
具
体
的
に
判
断
し
て
、
中
間
確
認
の
訴
え
と
し
て
適
法
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
本
件
係

争
地
が
Ｘ
の
所
有
に
属
す
る
本
件
土
地
の
一
部
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
本
件
係
争
地
の
所
有
権
確
認
請

求
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
棄
却
し
た
。

「
Ｘ
は
、
公
図
上
存
在
す
る
里
道
は
、
現
実
に
は
地
蔵
池
の
池
水
等
に
よ
る
浸
食
に
よ
っ
て
す
で
に
崩
壊
消
滅
し
て
お
り
、
現
在

そ
の
浸
食
に
よ
っ
て
本
件
土
地
の
一
部
で
あ
る
本
件
係
争
地
が
崩
壊
し
始
め
て
い
る
と
主
張
す
る
。

…
…
地
蔵
池
は
付
近
の
水
田
の
か
ん
が
い
を
主
な
目
的
と
し
て
古
く
か
ら
存
す
る
た
め
池
で
あ
り
、
北
側
に
は
堰
堤
が
あ
る
が
、

本
件
係
争
地
付
近
は
水
面
よ
り
一
段
高
く
な
っ
た
自
然
の
堤
防
で
あ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
堤
防
の
斜
面
の

一
部
の
土
砂
が
崩
壊
し
て
水
中
に
落
下
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
崩
壊
は
年
月
の
経
過
の
中
で
徐
々
に
進
行
し
て
お
り
短
期
間
に
急
速

度
で
進
行
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
崩
壊
は
本
件
係
争
地
に
は
及
ん
で
い
る
も
の
の
原
告
所
有
の
本
件
土
地
に
ま
で
は
及
ん

で
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
他
に
特
段
の
原
因
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
そ
の
崩
壊
は
自
然
現
象
の
風
雨
（
降
雨
）
に
よ
る
浸
食

作
用
と
地
蔵
池
の
池
水
の
波
浪
及
び
水
位
の
変
化
と
池
に
生
息
す
る
生
物
の
活
動
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
ほ
か

…
…
本
件
係
争
地
は
本
件
土
地
の
一
部
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
土
地
と
地
蔵
池
の
池
水
と
の
間
に
は
里
道
と
地
蔵
池
の

堤
防
法
面
の
一
部
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
本
件
係
争
地
付
近
の
地
蔵
池
の
堤
防
の
一
部
が
崩
壊
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
Ｘ
所

有
地
が
崩
壊
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
崩
壊
の
進
行
が
著
し
く
早
く
、
近
い
将
来
Ｘ
所
有
の
本
件
土
地
が
崩
壊
す
る
と
言

な
い
◎

う
に
足
り
な
い
。
」

「
…
…
本
件
擁
壁
設
置
請
求
及
び
擁
壁
設
置
工
事
妨
害
禁
止
請
求
に
つ
い
て

た
め
池
が
民
法
一
二
六
条
に
い
う
『
工
作
物
』
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
同
条
に
い
う
『
損
害
を
及
ぼ
す
虞
』
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Ｘ
が
本
件
係
争
地
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
は
前
示
認
定
の
と
お
り
で
あ
り
、
右
占
有
権
に
基
づ
い
て
も
擁
壁
設
置
請
求
及
び
擁
壁

設
置
工
事
妨
害
禁
止
請
求
を
し
て
い
る
が
、
元
来
占
有
権
及
び
占
有
訴
権
は
占
有
と
い
う
事
実
状
態
を
暫
定
的
に
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
本
権
を
伴
わ
な
い
占
有
訴
権
に
基
づ
き
相
手
方
に
対
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
恒
久

的
設
備
と
も
い
う
べ
き
本
件
第
一
擁
壁
、
第
二
擁
壁
の
よ
う
な
設
備
の
設
置
を
請
求
す
る
こ
と
は
占
有
訴
権
の
認
め
ら
れ
た
趣
旨
を

逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

も
同
じ
。
）
。

と
は
、
単
な
る
観
念
的
な
可
能
性
で
は
足
り
ず
、
妨
害
予
防
請
求
を
認
め
る
に
足
り
る
程
度
の
高
度
の
蓋
然
性
あ
る
こ
と
を
要
す
る

と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
で
は
、
本
件
係
争
地
に
認
め
ら
れ
る
部
分
的
な
崩
壊
が
今
後
進
行
拡
大
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
否
か

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
仮
に
右
崩
壊
が
進
行
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
し
て
も
、
本
件
土
地
と
の
間
に
は
幅
約
一
・
二
一
メ
ー

ト
ル
の
本
件
係
争
地
が
存
在
し
（
…
…
も
っ
と
も
、
前
記
の
と
お
り
傾
斜
面
が
一
部
崩
壊
し
て
い
る
た
め
、
地
表
の
幅
は
多
少
狭
く

な
っ
て
い
る
。
）
、
そ
れ
が
特
に
崩
壊
し
や
す
い
土
地
で
あ
る
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
件
土
地
に
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
に

つ
き
、
い
ま
だ
高
度
の
蓋
然
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
の
民
法
一
二
六
条
に
基
づ
く
擁
壁

設
置
請
求
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
本
件
第
一
擁
壁
、
第
二
擁
壁
い
ず
れ
も
同
じ
）
。

ま
た
、
Ｘ
は
、
本
件
土
地
の
所
有
権
に
基
づ
き
同
請
求
及
び
擁
壁
設
置
工
事
妨
害
禁
止
請
求
を
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
要
件
と

な
る
右
所
有
権
が
妨
害
さ
れ
る
お
そ
れ
と
は
、
前
記
同
様
、
高
度
の
蓋
然
性
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
件
で
は
、
右
各
請
求
も
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
本
件
第
一
擁
壁
、
第
二
擁
壁
い
ず
れ
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一
本
判
決
は
、
本
件
係
争
地
の
所
有
権
確
認
請
求
が
中
間
確
認
の
訴
え
と
し
て
適
法
で
あ
る
こ
と
（
第
一
点
）
と
擁
壁
設
置
請

求
に
つ
い
て
、
民
法
一
一
一
六
条
お
よ
び
所
有
権
に
基
づ
く
請
求
は
損
害
発
生
の
高
度
の
蓋
然
性
が
な
く
、
ま
た
占
有
訴
権
に
基
づ
く

請
求
で
恒
久
的
設
備
を
認
め
る
の
は
占
有
訴
権
の
認
め
ら
れ
た
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
（
第
二
点
）
を
判
示
す
る
。
こ
の
う
ち
、
判
示

事
項
の
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
侵
害
態
様
が
土
地
の
侵
食
、
崩
壊
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
も
民
法
一
一
一
六
条
の
適
用
が
あ
る
か
な
ど
、

同
条
の
要
件
を
考
え
る
上
で
興
味
あ
る
素
材
を
提
供
し
、
ま
た
占
有
訴
権
の
機
能
な
い
し
趣
旨
に
つ
き
独
自
の
判
断
を
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
本
評
釈
で
は
、
判
示
事
項
第
二
点
に
つ
い
て
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。

’
一
民
法
一
二
六
条
に
基
づ
く
予
防
工
事
請
求
権
に
つ
い
て
。

わ
が
民
法
は
、
物
権
的
請
求
権
に
つ
い
て
一
般
的
な
根
拠
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。
た
だ
、
物
権
的
請
求
権
の
存
在
を
前
提
と
し

た
規
定
（
た
と
え
ば
、
民
二
○
二
条
は
、
占
有
訴
権
に
対
し
て
、
い
わ
ば
本
権
的
な
物
権
的
請
求
権
の
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と

し
て
い
る
）
が
置
か
れ
て
い
た
り
、
ま
た
特
殊
な
関
係
に
つ
い
て
物
権
的
請
求
権
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
（
民
一
一
一
六
条
、
一
一
一
八

条
、
一
一
一
一
一
一
一
一
～
一
一
一
一
一
八
条
）
。
す
な
わ
ち
、
民
法
一
一
一
六
条
は
、
後
者
の
例
で
あ
り
、
相
隣
関
係
に
お
け
る
水
に
よ
る
妨
害
に
つ
い

て
、
物
権
的
妨
害
排
除
・
予
防
請
求
権
を
明
文
で
規
定
し
た
数
少
な
い
条
文
で
あ
る
（
広
中
俊
雄
『
物
権
法
』
一
一
一
一
一
七
頁
（
青
林
書

院
新
社
、
第
二
版
、
昭
和
五
七
年
）
参
照
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
規
定
で
あ
る
が
、
同
条
に
つ
い
て
、
現

状
は
、
判
例
も
少
な
く
、
論
文
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
筆
者
が
、
本
件
を
評
釈
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
理
由
の
一
つ
も
、
民
法
一
一

一
六
条
の
解
釈
に
資
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
資
料
を
提
供
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

甲
地
に
つ
い
て
貯
水
等
の
た
め
に
設
け
た
工
作
物
の
破
潰
等
に
よ
り
、
乙
地
に
損
害
を
及
ぼ
し
ま
た
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
乙
地
の
所
有
者
は
甲
地
の
所
有
者
を
し
て
修
繕
等
ま
た
は
予
防
工
事
を
為
さ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
（
民
一
一
一
六
条
）
。
こ

【
評
釈
】
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本
判
決
は
、
要
件
の
①
「
貯
水
等
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
で
あ
る
こ
と
」
に
関
し
て
「
た
め
池
が
民
法
二
一
六
条
に
い
う

工
作
物
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
」
と
判
断
を
回
避
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
点
が
問
題
と
な
る
。

第
一
に
、
「
工
作
物
」
と
は
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た
物
を
意
味
す
る
が
、
本
件
地
蔵
池
も
そ
の
よ
う
な
人
工
的
な
物
か
ど
う
か
、
と

い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
工
作
物
」
の
意
義
の
問
題
で
あ
る
。
「
た
め
池
」
は
、
一
般
的
に
、
か
ん
が
い
等
に
利
用

す
る
目
的
を
も
っ
て
、
雨
水
、
渓
流
等
を
貯
留
す
る
た
め
に
特
定
地
上
に
築
造
し
た
池
、
つ
ま
り
人
工
的
な
築
造
物
と
解
さ
れ
て
い

る
（
竹
山
増
次
郎
『
溜
池
の
研
究
』
五
一
頁
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
三
年
）
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
の
た
め
池
も
、
一
般
の
た
め
池
と

異
な
る
点
が
何
ら
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
人
工
的
築
造
物
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
第
二
に
、
本
件
の
た
め
池
が
、

民
法
二
一
六
条
で
い
う
「
工
作
物
」
に
あ
た
る
か
、
言
い
か
え
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
「
管
理
す
る
」
た
め
池
に
も
同
条
の
適
用
が

あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
民
法
二
一
六
条
の
適
用
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
本
判
決
が
判
断
を
回
避
し

た
の
も
、
前
述
の
「
工
作
物
」
の
意
義
で
は
な
く
、
民
法
二
一
六
条
の
適
用
範
囲
の
問
題
で
あ
る
、
と
も
解
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
参
考
と
さ
る
べ
き
下
級
審
判
決
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
民
法
二
一
六
条
は
も
と
よ
り
相
隣

関
係
に
か
か
る
規
定
で
あ
り
、
隣
接
す
る
不
動
産
所
有
権
の
共
存
の
目
的
の
た
め
に
生
ず
る
所
有
権
内
容
の
拡
張
と
制
限
と
を
定
め

た
法
条
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
か
よ
う
な
条
項
の
趣
旨
に
照
ら
す
と
、
叙
上
の
よ
う
に
公
の
行
政
作
用
に
基
づ
い
て
施
行
、
設
置
さ

れ
た
広
範
囲
の
土
地
、
多
数
の
人
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
本
件
水
路
の
ご
と
き
公
の
営
造
物
は
、
同
条
の
規
制
の
埒
外
に
あ
り
、
同

あ
る
。

の
予
防
工
事
請
求
権
の
要
件
は
、
①
甲
地
上
の
貯
水
等
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
の
、
②
破
潰
等
に
よ
り
、
③
乙
地
に
損
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
の
効
果
は
、
乙
地
の
所
有
者
か
ら
甲
地
の
所
有
者
ま
た
は
工
作
物
の
所
有
者
（
野
村
好

弘
『
注
釈
民
法
７
」
二
四
九
頁
、
［
川
島
武
宜
編
］
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
三
年
）
）
に
対
し
予
防
工
事
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
で
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条
に
い
う
『
工
作
物
』
に
含
ま
れ
る
も
の
で
な
い
」
と
し
て
、
土
地
改
良
区
が
維
持
管
理
し
て
い
る
水
路
は
民
法
一
一
一
六
条
に
い
う

「
工
作
物
」
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
（
名
古
屋
高
判
昭
和
六
○
年
七
月
三
○
日
、
判
時
一
一
七
二
号
七
一
頁
）
。
本
件
た
め
池
も
、

こ
こ
で
い
う
い
わ
ゆ
る
営
造
物
（
学
問
上
、
公
物
、
そ
の
中
の
公
共
用
物
に
あ
た
る
）
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

本
件
た
め
池
に
は
、
こ
の
名
古
屋
高
裁
判
決
に
よ
れ
ば
、
民
法
一
二
六
条
の
適
用
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
同
判
決
も
、
同

水
路
に
つ
い
て
、
民
法
一
一
一
六
条
の
「
破
壊
又
ハ
阻
ま
」
に
あ
た
る
事
態
が
生
じ
隣
接
土
地
所
有
者
が
損
害
を
被
り
ま
た
は
被
る
お

そ
れ
が
あ
れ
ば
、
所
有
権
や
占
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
、
妨
害
予
防
請
求
権
は
認
め
ら
れ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。

学
説
は
、
一
般
論
と
し
て
、
公
物
に
つ
い
て
、
実
定
法
上
、
特
別
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
私
法
規
定
の
適
用
が
あ
る

と
解
し
て
い
る
（
原
龍
之
助
『
公
物
営
造
物
法
』
三
六
頁
（
有
斐
閣
、
新
版
、
昭
和
四
九
年
）
）
。
と
こ
ろ
で
、
公
物
管
理
者
は
、

法
律
な
い
し
条
例
の
定
め
が
あ
れ
ば
、
公
物
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
物
の
隣
接
地
域
に
つ
い
て
、
公
用
制
限
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
説
は
、
こ
の
よ
う
な
特
別
の
規
定
が
な
い
と
き
は
、
民
法
の
相
隣
関
係
に
関
す
る
規
定
の
趣
旨

を
「
類
推
」
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
（
原
・
前
掲
書
、
一
九
○
頁
、
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
（
中
）
』
一
一
一
一
二
頁
（
弘
文
堂
、

昭
和
二
九
年
）
）
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
民
法
一
二
六
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
公
物
の
相
隣
地
上
に
貯
水
等
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
工
作
物
の
破
潰
等
に
対
し
、
公
物
管
理
者
か
ら
の
予
防
工
事
等
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
、
貯
水
等
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
が
公
物
で
あ
る
場
合
に
、
隣
地
の
所
有
者
は
、
民
法
二
一
六
条
に
基
づ
く
予
防
工
事
等
の
請
求
が
で
き
る

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
学
説
は
、
公
物
と
相
隣
関
係
に
つ
い
て
、
実
定
法
上
、
特
別
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
民
法

の
趣
旨
を
類
推
す
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
田
中
・
前
掲
書
、
一
一
一
一
一
一
頁
）
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
本
件
の
場
合
も
民
法
二
一

六
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
民
法
一
一
一
六
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
物
の
目
的
を
達
成

す
る
妨
げ
と
も
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
名
古
屋
高
裁
判
決
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
民
法
一
一
一
六
条
に
よ
る
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予
防
工
事
請
求
権
と
所
有
権
等
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
権
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
差
は
な
く
、
後
者
を
認
め
て
も
公
物
の
目
的

に
反
し
な
け
れ
ば
、
前
者
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

工
作
物
の
「
破
壊
又
ハ
阻
ま
」
に
よ
っ
て
損
害
の
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
要
件
②
で
あ
る
。
立
法
趣
旨
か
ら
も
、
本
条
が
水
に

関
す
る
相
隣
関
係
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
貯
水
施
設
の
破
壊
ま
た
は
引
・
排
水
施
設
の
阻
塞
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
水
」
に

よ
る
侵
害
の
お
そ
れ
、
た
と
え
ば
、
大
量
の
水
が
溢
れ
出
た
り
そ
の
他
の
浸
水
の
お
そ
れ
、
で
な
け
れ
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
法
典
調
査
会
に
提
出
さ
れ
た
原
案
で
は
「
堤
防
其
他
水
ヲ
湛
フ
ル
工
作
物
ノ
破
潰
ニ
因
り
又
ハ
水
樋
、
溝
渠
ノ
阻

塞
二
因
り
隣
地
ノ
水
璽
ヲ
増
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
有
者
ヲ
シ
テ
修
繕
ヲ
為
サ
シ
メ
又
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
新
二
堤
防
ヲ
設
ケ
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
得
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
は
、
「
堤
防
其
他
ノ
方
法
デ
以
テ
湛
ヘ
テ
ァ
ッ
タ
水
ガ
急
二
其
処
カ
ラ
溢
レ
出
テ
来
」
ろ
と

損
害
を
受
け
る
の
で
修
繕
等
を
請
求
出
来
る
こ
と
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
法
典
調
査
会
『
民
法
議
事
速
記
録
二
八
二
九
頁
以
下

（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
八
年
）
、
梅
謙
次
郎
『
訂
正
増
補
・
民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編
』
一
二
一
頁
（
有
斐
閣
、
明
治
四
一

年
）
、
広
中
・
前
掲
書
、
三
八
四
頁
）
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
係
争
地
の
浸
食
、
崩
壊
の
原
因
は
、
風
雨
（
降
水
）
に
よ
る
浸
食
作
用

と
池
水
の
波
浪
お
よ
び
水
位
の
変
化
と
池
に
生
息
す
る
生
物
の
活
動
で
あ
り
、
民
法
二
一
六
条
が
予
定
し
て
い
る
貯
水
施
設
の
破
壊

ま
た
は
引
・
排
水
施
設
の
阻
塞
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
水
に
よ
る
」
侵
害
、
す
な
わ
ち
溢
水
、
浸
水
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件

係
争
地
へ
の
浸
食
、
崩
壊
に
よ
る
侵
害
の
場
合
に
は
、
民
法
二
一
六
条
の
適
用
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
権
な
い
し
占
有
保
全
の
訴
え
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
本
件
係
争
地

の
浸
食
、
崩
壊
に
よ
り
、
た
め
池
の
水
が
溢
れ
Ｘ
の
本
件
土
地
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
民
法
二
一
六
条
の
問
題
と
な
る
。

「
損
害
ヲ
…
…
及
ホ
ス
虞
と
と
い
う
要
件
③
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
妨
害
予
防
請
求
権
を
認
め
る
に
足
り
る
程
度
の
高
度
の

蓋
然
性
あ
る
こ
と
を
要
す
る
、
と
判
示
す
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
地
蔵
池
と
本
件
土
地
と
の
間
に
は
幅
約
一
・
二
一
メ
ー
ト
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民
法
二
一
六
条
の
予
防
工
事
請
求
権
の
当
事
者
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
原
告
は
、
損
害
を
受
け
る
土
地
の
所
有
者
な
い
し
利
用
権
者

で
あ
る
。
被
告
は
、
敷
地
お
よ
び
た
め
池
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
そ
の
所
有
者
、
そ
れ
が
異
な
る
場
合
（
敷
地
に
利
用
権
を

有
す
る
者
が
た
め
池
を
設
置
し
た
場
合
な
ど
）
に
は
、
た
め
池
の
所
有
者
で
あ
る
（
野
村
・
前
掲
『
評
釈
民
法
７
』
二
四
九
頁
）
。

さ
ら
に
、
相
隣
関
係
は
、
隣
接
す
る
不
動
産
の
「
利
用
」
の
調
節
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
我
妻
栄
Ⅱ
有
泉
亨
『
新
訂
物
権
法
』
二

八
三
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
八
年
）
）
こ
と
か
ら
し
て
、
た
め
池
の
利
用
権
者
も
被
告
た
り
う
る
。
本
件
に
お
け
る
Ｙ
が
地
蔵
池

の
管
理
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
当
事
者
に
争
い
が
な
い
が
、
Ｙ
が
所
有
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
判
決
文
上
は
明
り
か
で
な
い
。

そ
こ
で
、
Ｙ
が
た
め
池
お
よ
び
敷
地
の
所
有
者
で
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
た
め
池
の
所
有
者
で
あ
れ
ば
被
告
と
な
り
う
る
が
、
た
と

え
管
理
者
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
被
告
適
格
を
有
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
地
蔵
池
の
管
理
権
の
内
容
は
、
判
決
文
か
ら
は
知
り

え
な
い
が
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
た
め
池
の
管
理
権
の
内
容
は
、
た
め
池
の
保
全
工
事
の
施
行
、
公
共
の
使
用
、
公
用
廃
止
等
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
土
屋
生
『
潅
慨
水
利
権
論
（
上
）
』
二
三
八
頁
（
中
央
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
）
。
管
理
権
者
は
、

所
有
権
や
利
用
権
な
ど
の
権
原
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
田
中
・
前
掲
書
、
三
一
六
頁
）
お
よ
び
た
め
池
の
保
全
工
事
を

な
す
権
能
を
有
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
被
告
た
り
う
る
と
解
さ
れ
る
。

三
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
権
に
つ
い
て
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
Ｘ
所
有
の
本
件
土
地
へ
の
損
害
発
生
の
蓋
然
性
は
高
く
な
い
と
す
る
が
、
そ
の
判
断
は
妥
当
で

あ
る
。
こ
の
点
で
、
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
権
の
発
生
要
件
を
欠
く
。
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
権
の
場
合
は
、

妨
害
の
お
そ
れ
に
関
し
、
民
法
二
一
六
条
に
よ
る
場
合
と
は
異
な
り
、
溢
水
、
浸
水
に
よ
る
も
の
に
限
ら
な
い
。
風
雨
、
波
浪
、
水

る
◎

の
本
件
係
争
地
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
土
地
に
損
害
が
及
ぶ
高
度
の
蓋
然
性
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
の
判
断
は
妥
当
で
あ
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位
の
変
化
、
お
よ
び
生
物
の
活
動
等
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

被
害
を
被
る
お
そ
れ
の
あ
る
本
件
土
地
の
所
有
者
は
Ｘ
で
あ
り
、
Ｘ
が
原
告
と
な
り
う
る
点
で
は
問
題
は
な
い
。
た
め
池
の
管
理

者
の
砥
が
被
告
た
り
う
る
か
は
一
応
問
題
と
な
る
。
妨
害
予
防
請
求
権
の
被
告
は
、
妨
害
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
実
を
そ

の
支
配
下
に
収
め
て
い
る
者
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
皿
の
管
理
権
の
内
容
は
判
決
上
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
保
全
工
事
の
施
行
を
な
す
権
限
を
有
す
る
と
す
れ
ば
（
土

屋
・
前
掲
書
、
一
一
一
一
一
八
頁
）
、
被
告
適
格
を
有
す
る
と
解
さ
れ
う
る
。

四
占
有
保
全
の
訴
え
に
つ
い
て
。

占
有
保
全
の
訴
え
に
関
し
て
は
、
Ｘ
が
本
件
係
争
地
を
占
有
し
て
お
り
、
同
地
が
一
部
、
浸
食
さ
れ
、
崩
壊
し
て
い
る
の
で
、
Ｘ

が
占
有
を
妨
害
さ
れ
、
ま
た
引
続
き
妨
害
さ
れ
る
高
度
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
本
判
決
も
、
そ
の
こ
と
迄
則
警
し
て
お
り
、

妥
当
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
占
有
者
は
、
本
権
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
本
権
者
か
ら
明
渡
・
引
渡
を
請
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
請

求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
占
有
を
失
う
地
位
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
権
を
有
し
な
い
占
有
権
は
、
暫
定
的
な
保
護
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。
あ
る
い
は
、
本
権
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
占
有
権
は
、
一
時
的
ま
た
は
仮
の
権
利
に

す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
（
於
保
不
二
雄
『
物
権
法
（
上
）
』
一
一
一
一
一
一
一
頁
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
一
年
）
、
藤
原
弘
道
「
占
有
訴
権
の
訴

し
か
し
、
本
判
決
が
、
「
占
有
権
お
よ
び
占
有
訴
権
は
、
占
有
と
い
う
事
実
状
態
を
暫
定
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
本
権
を
伴
わ
な
い
占
有
訴
権
に
基
づ
き
相
手
方
に
対
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
恒
久
的
設
備
…
…
の

設
置
を
請
求
す
る
こ
と
は
占
有
訴
権
の
認
め
ら
れ
た
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
て
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
点
は
、
問
題
と
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
』
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訟
上
の
機
能
と
仮
処
分
」
『
民
商
法
雑
誌
』
七
八
巻
臨
時
増
刊
号
（
’
一
一
）
一
一
八
八
頁
な
ど
参
照
）
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
占
有
訴

権
（
占
有
保
護
請
求
権
）
の
内
容
も
暫
定
的
な
も
の
（
た
と
え
ば
、
非
恒
久
的
設
備
な
ど
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

と
は
別
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
の
占
有
す
る
土
地
（
甲
地
）
に
隣
接
す
る
Ｂ
所
有
の
土
地
（
乙
地
）
か
ら
、
石
や
土
砂
が
崩

壊
し
て
甲
地
上
に
堆
積
し
て
い
る
場
合
に
は
、
Ａ
は
占
有
保
持
の
訴
え
（
占
有
保
持
請
求
権
）
に
基
づ
き
そ
の
石
や
土
砂
の
除
去
を

請
求
し
う
る
。
さ
ら
に
、
引
き
続
い
て
崩
壊
す
る
蓋
然
性
が
高
け
れ
ば
、
占
有
保
全
の
訴
え
（
占
有
保
全
請
求
権
）
に
基
づ
き
、
そ

れ
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
な
ど
を
請
求
し
う
る
。
そ
の
設
備
と
し
て
、
石
垣
な
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
な
け
れ
ば
崩
壊
を
防
止

で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
恒
久
的
設
備
を
請
求
し
う
る
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
占
有
保
護
請

求
権
を
認
め
た
意
味
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
、
前
述
設
例
の
Ｂ
が
乙
地
の
み
な
ら
ず
、
甲
地
の
所
有
権
を
も
有
す
る
場
合

に
も
（
し
た
が
っ
て
、
Ａ
は
、
本
権
を
有
し
な
い
占
有
者
で
あ
る
場
合
に
も
）
妥
当
す
る
と
思
う
。
本
権
の
有
無
に
よ
っ
て
、
請
求

権
の
内
容
を
変
え
る
と
す
れ
ば
、
結
局
、
占
有
保
謹
請
求
権
に
基
づ
く
訴
訟
に
お
い
て
は
、
本
権
の
有
無
を
認
定
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
保
護
の
内
容
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
占
有
保
謹
請
求
権
に
基
づ
く
訴
訟
を
本
権
に
基
づ
く
理
由

で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
法
二
○
二
条
二
項
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
権
を
有
し
な
い
占
有
者
Ａ
か
ら
、
本

権
者
た
る
Ｂ
に
対
し
、
占
有
保
護
請
求
権
に
基
づ
く
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
権
者
た
る
Ｂ
は
、
所
有
権
に
基
づ
く
明
渡

訴
訟
を
反
訴
と
し
て
提
起
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
Ｂ
は
石
垣
を
設
置
せ
よ
、
Ａ
は
Ｂ
に
土
地
を
明
渡
せ
、
と
い
う

趣
旨
の
主
文
を
有
す
る
判
決
が
言
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
本
権
の
勝
訴
判
決
が
確
定
す
る
と
占
有
保
謹
請
求
権
は
消
滅

す
る
と
解
し
（
ド
イ
ツ
民
法
八
六
四
条
二
項
参
照
）
、
判
決
内
容
が
執
行
上
抵
触
す
る
限
度
で
、
占
有
保
護
請
求
者
の
強
制
執
行
に

対
し
て
、
本
権
者
に
請
求
異
議
事
由
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
（
青
山
善
充
「
占
有
の
訴
と
本
権
の
訴
と
の
関
係
」
『
民
法
の
争
点
Ｉ
』

（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）
一
一
一
一
七
頁
参
照
）
。
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以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
被
告
が
本
権
者
で
あ
る
椹
五
口
を
例
に
と
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
第
三
者
が
本
権
者
で
あ
る
但
笈
ロ
で
あ
っ

て
も
異
な
ら
な
い
。
前
例
で
言
え
ば
、
Ａ
の
占
有
保
護
》
電
不
権
に
基
づ
く
石
垣
設
置
義
務
を
Ｂ
は
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
に
不
当
な
負
担
を
課
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
解
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
Ｂ
は
Ａ
の
土
地
占
有
を
妨
害
し
う
る

権
限
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
本
件
に
当
て
は
め
れ
ば
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
Ｘ
に
係
争
地
の
所
有
権
が
な

い
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
本
権
に
つ
い
て
の
主
張
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
有
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
被
告

た
る
Ｙ
も
、
係
争
土
地
の
本
剋
権
は
有
し
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｘ
占
有
の
本
件
係
争
地
の
浸
食
、
崩
壊
が
重
大
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
侵
害
を
停
止
す
る
の
に
必
要
な
工
事
、
た
と
え
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
請
求
し
う
る
。
そ
れ
に
反
し
、
浸
食
、
崩
壊
が
軽

微
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
浸
食
、
崩
壊
を
防
止
す
る
に
は
、
も
っ
と
簡
易
な
設
備
で
よ
け
れ
ば
、
そ
れ
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
本
件
は
、
ま
さ
に
、
後
者
の
事
例
と
判
貯
き
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
浸
食
、
崩
壊
の
防
止
の
た
め
に
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
設
置
は
必
要
で
な
く
、
結
局
、
そ
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
本

件
の
具
体
的
解
決
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
設
置
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
づ
け
に
は

与
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
根
拠
は
、
占
有
保
護
請
求
権
が
占
有
状
態
の
暫
定
的
保
謹
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
は
な
い
。


